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貼
り
箱
メ
ー
カ
ー
と
し
て
長
崎
・
波
佐
見
の
地
に
根
を
下
ろ
す
㈱
カ
ミ
ヤ
ア
ー
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
本
社
／
長
崎
県

東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
皿
山
郷
２
４
９
―
１
、
前
田
智
崇
社
長
）。
新
工
場
を
拠
点
に
様
々
な
差
別
化
戦
略
を
展
開
す

る
同
社
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
今
年
７
月
、
ト
ヨ
テ
ッ
ク
製
の
自
動
給
紙
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ
「
Ｄ
Ｇ
―
５
０

７
０
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
（
振
動
刃
付
）」
を
導
入
し
た
。
従
来
は
サ
ン
プ
ル
制
作
用
と
捉
え
て
き
た
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
で
あ
る
が
、「
実
際
の
小
ロ
ッ
ト
の
案
件
に
使
用
で
き
る
と
判
断
し
た
」
と
前
田
社
長
。
小
ロ
ッ
ト
対
応
力
と
高

付
加
価
値
創
出
の
“
切
り
札
”
と
し
て
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

カ
ミ
ヤ
ア
ー
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ

サ
ン
プ
ル
で
は
な
く
実
運
用
が
可
能
と
判
断

小
ロ
ッ
ト
貼
り
箱
に
対
応

自
動
給
紙
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ
「
Ｄ
Ｇ
―
５
０
７
０
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
導
入

自
動
給
紙
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ
「
Ｄ
Ｇ
―
５
０
７
０
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
導
入

陶
器
類
の
貼
り
箱
か
ら
、
菓

子
、
酒
類
の
小
ロ
ッ
ト
貼
り

箱
へ
業
容
を
拡
大

　

同
社
は
昭
和
46
年
に
創
業

し
た
貼
り
箱
を
主
力
と
す
る

化
粧
箱
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

陶
器
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る

地
に
お
い
て
、
当
初
は
地
場

産
業
で
あ
る
焼
き
物
を
納
め

る
た
め
の
箱
づ
く
り
か
ら
歩

み
を
始
め
た
。
し
か
し
、
陶

器
産
業
の
衰
退
と
と
も
に
需

要
は
縮
小
し
、
新
た
な
活
路

を
模
索
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
そ
の
転
機
と
な
っ
た
の

が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
を

活
用
し
た
小
ロ
ッ
ト
オ
リ
ジ

ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
で

あ
っ
た
。

　
「
陶
器
以
外
の
分
野
で
も

小
ロ
ッ
ト
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
お
菓
子
や
酒
類
と
い
っ

た
異
業
種
に
展
開
し
た
」
と

三
代
目
の
前
田
智
崇
社
長
は

振
り
返
る
。
現
在
で
は
取
引

先
の
約
７
割
が
首
都
圏
に
集

中
し
て
お
り
、
富
士
フ
イ
ル

ム
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
も
同

社
の
製
品
が
展
示
さ
れ
る
な

ど
、
品
質
面
で
も
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

　

二
代
目
の
時
代
に
オ
ン
デ

マ
ン
ド
印
刷
を
開
始
し
て
以

来
、
複
数
の
メ
ー
カ
ー
を
使

用
し
て
き
た
が
、
現
在
は
富

士
フ
イ
ル
ム
の
「
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ

ｒ
ｉ
ａ 

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
」
を

主
力
機
に
据
え
る
。生
産
性
・

品
質
の
い
ず
れ
も
高
水
準
を

実
現
し
、
小
ロ
ッ
ト
か
ら
大

ロ
ッ
ト
ま
で
幅
広
い
注
文
に

対
応
が
可
能
な
体
制
を
整
え

て
い
る
。
ま
た
、
貼
り
箱
の

製
造
工
程
に
お
い
て
も
、
全

自
動
貼
り
機
や
ト
ム
ソ
ン
機

を
導
入
し
、
急
な
大
口
案
件

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

昨
年
７
月
に
新
工
場
を
竣

工
し
た
背
景
に
は
、
老
朽
化

や
設
備
増
設
へ
の
対
応
に
加

え
て
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
と
い
う
狙
い
が

あ
っ
た
。「
職
場
環
境
が
整

え
ば
人
材
確
保
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
た
」
と
前
田
社
長

は
話
す
。

　

さ
ら
に
新
工
場
は
食
品
を

直
接
収
容
す
る
こ
と
が
で
き

る
衛
生
環
境
を
確
保
し
て
お

り
、
お
菓
子
業
界
な
ど
衛
生

面
を
重
視
す
る
顧
客
か
ら
も

安
心
し
て
採
用
さ
れ
る
体
制

を
整
え
た
。

自
動
給
紙
と
排
出
処
理
の
機

能
が
機
種
選
択
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に

　

数
年
前
ま
で
、
前
田
社
長

の
中
で
「
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ッ
タ
」
と
い
え
ば
、
あ
く

ま
で
も
ト
ム
ソ
ン
機
で
抜
く

前
の
サ
ン
プ
ル
を
作
る
た
め

の
機
械
と
い
う
認
識
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
同
社

の
視
点
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
の
が
、
ト
ヨ
テ
ッ
ク
製

の
自
動
給
紙
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ッ
タ
「
Ｄ
Ｇ
―
５
０
７

０
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
で
あ
っ
た
。

　

初
め
て
目
に
し
た
の
は
数

年
前
、
九
州
印
刷
情
報
産
業

展
で
の
こ
と
だ
。
富
士
フ
イ

ル
ム
の
ブ
ー
ス
視
察
に
行
っ

た
際
、
た
ま
た
ま
隣
に
出
展

し
て
い
た
の
が
ト
ヨ
テ
ッ
ク

で
、
偶
然
見
つ
け
た
の
が
出

会
い
と
な
っ
た
。
そ
の
中
、

と
く
に
注
目
し
た
の
が
、
自

動
給
紙
と
排
出
処
理
の
機
能

で
あ
る
。「
現
在
は
複
数
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
発
売
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
当
時
は
Ｄ

Ｇ
―
５
０
７
０
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
し

か
な
く
、
機
種
選
択
の
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　

ま
た
、
従
来
の
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ッ
タ
は
通
常
、
一

枚
一
枚
の
手
差
し
が
必
要
で

あ
り
、
試
作
以
上
の
生
産
運

用
は
現
実
的
で
な
か
っ
た
。

し
か
し
、「
Ｄ
Ｇ
―
５
０
７

０
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
は
、
Ｂ
２
相

当
サ
イ
ズ
の
シ
ー
ト
を
自
動

で
給
紙
・
カ
ッ
ト
・
排
出
ま

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
前

田
社
長
は
「
こ
の
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ッ
タ
で
あ
れ
ば
、

サ
ン
プ
ル
制
作
だ
け
の
用
途

に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
の
仕

事
に
使
え
る
の
で
は
な
い
か

と
直
感
し
た
」
と
話
す
。

罫
線
の
強
さ
、
木
型
が
不
要

の
コ
ス
ト
面
も
評
価

　

同
社
の
主
力
は
小
ロ
ッ
ト

の
貼
り
箱
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
は
「
木
型
代
」
が
か
さ
む

た
め
、
採
算
が
取
れ
ず
に
断

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
案
件

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か

し
「
Ｄ
Ｇ
―
５
０
７
０
Ｐ
ｌ

ｕ
ｓ
」
を
導
入
す
れ
ば
、
木

型
な
し
で
多
様
な
加
工
が
可

能
に
な
る
。
１
０
０
個
単
位

か
ら
の
受
注
に
対
応
で
き
る

こ
と
は
、
差
別
化
と
付
加
価

値
創
出
の
大
き
な
武
器
に
な

る
と
判
断
し
た
。

　

さ
ら
に
同
機
に
は
「
振
動

刃
」
が
標
準
装
備
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
６
ｍ
ｍ

厚
ま
で
の
ボ
ー
ド
や
硬
質
樹

脂
板
の
カ
ッ
ト
が
可
能
と
な

り
、
酒
類
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
用

い
ら
れ
る
角
補
強
の
「
な
か

げ
す
」
や
仕
切
り
材
な
ど
も

自
動
処
理
で
き
る
。
厚
紙
の

加
工
力
に
加
え
、
折
罫
の
強

さ
に
も
定
評
が
あ
り
、「
折

り
の
仕
上
が
り
は
他
社
機
よ

り
明
ら
か
に
綺
麗
。
罫
線
が

強
い
こ
と
も
機
種
選
択
の
決

め
手
の
一
つ
と
な
っ
た
」
と

前
田
社
長
は
評
価
す
る
。

　

今
年
７
月
の
導
入
前
に
は
、

長
崎
か
ら
千
葉
県
野
田
市
の

ト
ヨ
テ
ッ
ク
本
社
に
紙
を
持

参
し
、前
田
社
長
自
ら
様
々
な

テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。「
３
年

で
償
却
で
き
る
と
判
断
で
き

な
け
れ
ば
設
備
は
導
入
し
な

い
の
が
ポ
リ
シ
ー
」（
前
田
社

長
）
と
い
う
同
社
に
と
っ
て
、

そ
の
確
認
は
欠
か
せ
な
い
工

程
で
あ
っ
た
。徹
底
的
に
試
し

た
結
果
、す
べ
て
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る
性
能
を
実
感
し

た
上
で
、
導
入
を
決
断
し
た
。

受
注
可
能
な
案
件
が
拡
大
。

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
売
上
拡

大
に
も
貢
献

　

そ
し
て
同
社
は
今
年
７
月

に
「
Ｄ
Ｇ
―
５
０
７
０
Ｐ
ｌ

ｕ
ｓ
」
を
導
入
。
こ
れ
ま
で

は
小
ロ
ッ
ト
ゆ
え
に
採
算
が

取
れ
ず
断
っ
て
い
た
案
件

も
、
木
型
不
要
の
仕
組
み
に

よ
っ
て
受
注
可
能
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

工
夫
と
し
て
、
同
社
で
は
排

紙
部
に
独
自
で
セ
ン
サ
ー
を

取
り
付
け
、
カ
ッ
ト
枚
数
を

遠
目
か
ら
確
認
で
き
る
カ
ウ

ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機

と
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ

を
一
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

同
時
に
扱
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
考

案
し
た
前
田
社
長
は
「
省
人

化
と
効
率
化
を
同
時
に
実
現

し
た
」
と
話
す
。

　

実
際
、
現
場
の
女
性
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
「
自
動
で
給
紙

し
て
角
を
読
み
込
み
、
何
百

枚
で
も
連
続
で
カ
ッ
ト
し
て

く
れ
る
の
で
大
助
か
り
で

す
。
手
作
業
で
切
っ
て
い
た

と
き
は
時
間
が
か
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
１
枚
あ
た

り
30
秒
程
度
で
切
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
、
作
業

負
荷
の
軽
減
に
よ
る
効
率
化

を
実
感
し
て
い
る
。

首
都
圏
で
の
生
産
拠
点
を
構

え
る
の
が
目
標

　

視
線
は
す
で
に
未
来
を
見

据
え
る
。
前
田
社
長
は
「
貼

り
箱
の
業
界
も
後
継
者
不
足

で
今
後
、
廃
業
し
て
い
く
企

業
が
増
え
て
い
く
と
予
測
し

て
い
る
。
東
京
に
営
業
所
を

構
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

よ
う
な
貼
り
箱
の
工
場
が
あ

れ
ば
Ｍ
＆
Ａ
し
、
小
さ
く
て

も
関
東
近
郊
に
製
造
拠
点
を

構
え
る
こ
と
を
目
指
し
た

い
」と
展
望
す
る
。
さ
ら
に
、

「
送
料
の
問
題
な
ど
を
指
摘

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
む

し
ろ
送
料
を
気
に
さ
せ
な
い

ほ
ど
の
付
加
価
値
を
持
つ
製

品
を
作
り
た
い
。
そ
こ
に
差

別
化
の
鍵
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
」（
前
田
社
長
）。

　

カ
ミ
ヤ
ア
ー
ト
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
、
今
後
も
「
九
州
の
西

の
端
」
か
ら
首
都
圏
へ
向
け

て
、
小
ロ
ッ
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓

い
て
い
く
。「
Ｄ
Ｇ
―
５
０

７
０
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
の
導
入
は

そ
の
挑
戦
の
象
徴
で
あ
る
と

言
え
そ
う
だ
。

「受注できる案件が拡大し
た」と前田社長

「DG-5070Plus」の前で前田社長（左）とオペレーターの女性社員

新工場では食品を直接収容できる衛生環境
を確保

ト
ヨ
テ
ッ
ク

　

㈱
ト
ヨ
テ
ッ
ク
（
本
社
／

千
葉
県
野
田
市
、
豊
田
保
社

長
）
は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｋ
２
０
２
５
に
次
の
３

機
種
を
出
品
す
る
。

【
Ｂ
１
・
菊
判
／
Ａ
０
・
四

六
判
自
動
給
紙
カ
ッ
タ
ー

「
Ｄ
Ｇ
４
―
０
７
１
０ 

Ｐ

ｌ
ｕ
ｓ
」】

▽
Ｂ
１
相
当
サ
イ
ズ
・
菊
全

判
サ
イ
ズ
（
Ｍ
ａ
ｘ
７
０
７

×
１
０
０
０
ｍ
ｍ
）
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
機
Ｂ
２
サ
イ
ズ
（
５
８
５

×
７
５
０
ｍ
ｍ
）
ま
で
の

シ
ー
ル
、
ラ
ベ
ル
、
コ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
15
ｍ
ｍ
厚
ま
で
の

段
ボ
ー
ル
等
の
紙
器
を
自
動

給
紙
、
カ
ッ
ト
、
排
出
処
理

を
全
自
動
で
行
う
。

▽
ト
ン
ボ
ス
キ
ャ
ン
カ
メ
ラ

に
よ
っ
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
ス

キ
ャ
ン
し
て
カ
ッ
ト
デ
ー
タ

フ
ァ
イ
ル
を
自
動
取
得
し
、

連
続
で
異
な
っ
た
カ
ッ
ト
を

行
え
る
。

▽
Ｄ
Ｇ
４
―
０
７
１
０ 

Ｐ

ｌ
ｕ
ｓ
に
は
、
ド
ラ
ッ
ク
ナ

イ
フ
２
本
・
電
動
振
動
刃
・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
ッ
ト
ツ
ー

ル
・
筋
押
し
ホ
イ
ー
ル
が
標

準
装
備
。

　

15
ｍ
ｍ
ま
で
の
各
種
ボ
ー

ド
や
硬
い
樹
脂
板
の
カ
ッ
ト

も
連
続
処
理
で
き
る
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
の
ル
ー
タ
ー

で
15
ｍ
ｍ
ま
で
の
ア
ク
リ
ル

板
加
工
が
で
き
る
。

▽
Ａ
０
サ
イ
ズ
・
四
六
全
判

サ
イ
ズ
（
Ｍ
ａ
ｘ
９
０
０
×

１
２
０
０
ｍ
ｍ
）
ま
で
処
理

が
で
き
る
モ
デ
ル
、
Ｄ
Ｇ
４

―
０
９
１
２ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
が

上
位
機
種
と
し
て
準
備
し
て

い
る
。

【
プ
レ
・
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト

マ
ル
チ
ロ
ー
ル
コ
ー
タ
ー

「
Ｔ
Ｒ
Ｃ
３
５
０
Ｕ
Ｖ
／
Ｉ

Ｒ
」】

▽
プ
リ
ン
ト
前
の
プ
ラ
イ

マ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
プ
リ

ン
ト
後
の
オ
ー
バ
ー
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
水
性
ニ
ス
、
Ｕ

Ｖ
ニ
ス
を
問
わ
ず
に
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
マ
ル
チ

ロ
ー
ル
コ
ー
タ
ー
。

▽
オ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
フ
ィ

ル
ム
に
対
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
す
る
た
め
の
コ
ロ
ナ
放

電
ユ
ニ
ッ
ト
、
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
後
に
ス
リ
ッ
ト
を
し
て
巻

き
取
る
ユ
ニ
ッ
ト
、
標
準
品

は
手
動
テ
ン
シ
ョ
ナ
ー
で
あ

る
が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
オ
ー

ト
テ
ン
シ
ョ
ナ
ー
も
準
備
し

て
い
る
。

▽
最
大
の
ロ
ー
ル
紙
・
ロ
ー

ル
フ
ィ
ル
ム
幅
は
３
５
０

㎜
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
安
定

し
た
塗
布
量
を
保
障
す
る
ア

ニ
ロ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ラ
ー
を
使

用
。
Ｐ
Ｐ
、
Ｏ
Ｐ
、
Ｐ
Ｖ
Ｃ
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
等
フ
ィ
ル
ム
基
材
に

は
オ
プ
シ
ョ
ン
の
コ
ロ
ナ
ユ

ニ
ッ
ト
を
使
用
す
れ
ば
、
プ

ラ
イ
マ
ー
も
オ
ー
バ
ー
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
可
能
に
な
る
。

【
自
動
給
紙
卓
上
ラ
ベ
ル

カ
ッ
タ
ー
「
Ｄ
Ｇ
３
５
０
Ｓ

12
―
Ｔ
Ｔ
」】

▽
試
作
・
少
量
多
品
種
ラ
ベ

ル
の
カ
ッ
ト
に
最
適
な
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ
ー
。

▽
１
ヘ
ッ
ド
２
カ
ッ
ト
ツ
ー

ル
搭
載
で
半
抜
き
＋
筋
入
れ

が
同
時
に
可
能
。

▽
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
で
の
自
動

ト
ン
ボ
認
識
位
置
合
わ
せ
で

誤
差
の
な
い
カ
ッ
ト
。

▽
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
カ
ッ
ト

デ
ー
タ
を
自
動
読
込
み
、
異

な
る
デ
ー
タ
を
連
続
カ
ッ
ト
。

▽
高
速
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
制

御
で
高
速
か
つ
正
確
な
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
。

▽
卓
上
型
で
Ａ
３
ノ
ビ
サ
イ

ズ
ま
で
給
紙
・
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
・
排
紙
を
可
能
。

▽
給
紙
テ
ー
ブ
ル
に
40
ｍ
ｍ

ま
で
の
プ
リ
ン
ト
を
セ
ッ
ト

可
能
。

▽
処
理
可
能
紙
厚
は
０
・

３
ｍ
ｍ(

80
―
３
０
０
ｇ
ｓ

ｍ)

以
下
ま
で
可
能
。

▽
給
紙
後
に
用
紙
移
動
位
置

が
変
わ
る
た
め
、
フ
ィ
ル
ム

素
材
に
対
応
。

Ｂ１相当サイズの自動給紙カッター

アクリルのカットも可能
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